
112

女性の健康の包括的支援実用化研究事業

国立研究開発法人

日本医療研究開発機構

戦略推進部 研究企画課

http://www.amed.go.jp/
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橋渡し研究

基礎・臨床
研究

疫学研究

幼少期 思春期 老年期性成熟期 出産期 更年期

女性ホルモンに視点を置いた研究
（疫学的研究による実態把握など）

女性のスポーツ障害の研究
（実態把握・介入研究など）

子宮内膜症研究
（疫学研究・機序解明・介入研究など）

骨粗鬆症研究
（機序解明・予防・治療介入など）

女性の健康向上に資するウエアラブル医療機器等の研究
（ウェアラブルモニター・診療の質向上など）

性差に関わる研究
（疾患性差・至適薬物量性差など）

産後女性の健康に関わる研究
（産後メタボリック症候群、産後うつなど）

定期的な健康評価の有効性に関する研究
（疫学調査に基づく健診のエビデンス発出）

人生の各段階に応じてその心身の状況が大きく変化する女性の一生のステージごとの健康課題に
ついて病態の解明と予防および治療開発を目指します。さらに、近年の女性の就業等の増加、晩
産化・少産化、平均寿命の伸長等に伴う女性の健康に関わる問題の変化に応じ、女性の健康
を生涯にわたり包括的に支援するために、基礎研究および臨床研究の開発およびそれぞれの間を
結ぶ橋渡し研究を行い、その成果の円滑な実用化を推進します。

女性の健康の包括的支援実用化研究事業
- 概要 -
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• 公募期間

平成27年11月27日（金）～平成28年1月6日（水）

• 公募課題名① 若年女性のスポーツ障害の予防と治療

• 研究費の規模等 ： 年間上限2,000万円程度 X 0～2課題程度

• 研究期間（予定） ： 最長3年度 H28年度～H30年度

• 公募課題名② 出産後メタボリックシンドローム発症の予防的介入研究

• 研究費の規模等 ： 年間上限2,000万円程度 X 0～2課題程度

• 研究期間（予定） ： 最長3年度 H28年度～H30年度

女性の健康の包括的支援実用化研究事業
- 公募について -
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•公募開始～研究開始までのスケジュール
公募・提出期間： 2015年11月27日（金）正午～2016年1月6日（水）正午（厳守）

事前評価は書面審査により行われ、必要に応じてヒアリング審査も行われます。

書面審査 2016年1月中旬～1月下旬（予定）

ヒアリング審査 2016年2月1日（月）（予定）※必要に応じて実施

（注） ヒアリング審査対象課題の「研究開発代表者」又は「代表機関」の事務担当者に対して、

ヒアリング審査の1週間前までに御連絡します。

採択可否の通知 2016年3月上旬頃（予定）

（注）採択対象となった課題の「研究開発代表者」に対しては、ヒアリング審査結果を踏まえた

計画の修正を求めることや、採択条件を付することがあります。これらの場合、計画の妥当性に

ついて、再度検討を行う可能性があります。

女性の健康の包括的支援実用化研究事業
- スケジュール -
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•採択後の事業の進め方、注意点について

女性の健康の包括的支援実用化研究事業
- 採択後について -

項目 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

（１）報告
①報告書の提出

●前年度報告
（5月末）

●ヒアリング用調査票
提出

（９月末）

（２）委員会
①課題評価委員会
②PS/POによるヒアリング

●PS/POヒアリング
(9-10月)

●事前、中間(必要
時)・事後評価委員会

（2-3月）

（３）その他
①サイトビジット
②研究班会議

(必要に応じ）

年に2-3回実施
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